
 - 1 - 

 
平成２５年８月９日 

各 位 

会 社 名   株式会社 商船三井 

代 表 者 名  代表取締役 社長執行役員 

                    武藤 光一 

コード番号   ９１０４ 

東証・名証各１部 

問 合 せ 先  執行役員 経理部長   

堀口 英夫 

（℡ ０３－３５８７－７２９０） 

  

（訂正・数値データ訂正あり）「平成26年3月期第１四半期決算短信〔日本基準〕(連結) 」の一部訂正について 

 

平成25年７月31日 11時30分に発表いたしました「平成26年3月期第１四半期決算短信〔日本基準〕(連結)」の記

載に一部訂正がありましたので、下記の通りお知らせいたします。なお、訂正箇所につきましては、 下線で表示し

ております。また、数値データ（XBRL）にも訂正がありましたので、訂正後の数値データ（XBRL）も送信いたしま

す。 

 

記 

 

【訂正理由】 

 持分法適用関連会社において修正後発事象が発生したことに伴い、当社連結決算においても持分法による投資損

失及びこれに関連する箇所、並びにその他訂正すべき箇所の訂正を行います。 

 

【訂正箇所一覧】 

サマリー情報 1.平成26年3月期第1四半期の連結業績(平成25年4月1日～平成25年6月30日)  

2ページ  １．当四半期決算に関する定性的情報 （１）経営成績に関する説明 

4ページ  １．当四半期決算に関する定性的情報 （２）財政状態に関する説明 

6、7ページ ３．四半期連結財務諸表 （１）四半期連結貸借対照表 

8ページ ３．四半期連結財務諸表 （２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

  （四半期連結損益計算書） （第１四半期連結累計期間） 

9ページ ３．四半期連結財務諸表 （２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

  （四半期連結包括利益計算書） （第１四半期連結累計期間） 

10ページ ３．四半期連結財務諸表 （３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

13ページ ３．四半期連結財務諸表 （４）四半期連結財務諸表に関する注記事項  

（セグメント情報等）[セグメント情報]  

Ⅱ当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）  

１． 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

15ページ ５．参考資料 （1）四半期毎の業績の推移 <平成26年3月期>  
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【訂正個所】 

サマリー情報 1.平成26年3月期第1四半期の連結業績(平成25年4月1日～平成25年6月30日)  

【訂正前】 

（1）連結経営成績(累計) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第１四半期 411,924 8.7 11,494 － 16,892 － 14,542 － 

25年3月期第１四半期 378,850 8.5 △503 － △1,538 － △5,020 － 

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 45,645百万円 （―％） 25年3月期第1四半期 △16,090百万円 （―％） 

 1株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益 

 円 銭 円 銭

26年3月期第１四半期 12.16 12.16

25年3月期第１四半期 △4.20 － 

 

（2）連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第１四半期 2,215,809 664,695 26.1 483.53

25年3月期  2,164,611 619,492 24.7 447.76

（参考）自己資本   26年3月期第1四半期  578,211百万円 25年3月期  535,422百万円 

 

 

【訂正後】 

（1）連結経営成績(累計) 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第１四半期 411,924 8.7 11,494 － 15,291 － 12,941 － 

25年3月期第１四半期 378,850 8.5 △503 － △1,538 － △5,020 － 

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 44,044百万円 （―％） 25年3月期第1四半期 △16,090百万円 （―％） 

 1株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益 

 円 銭 円 銭

26年3月期第１四半期 10.82 10.82

25年3月期第１四半期 △4.20 － 

 

（2）連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第１四半期 2,214,208 663,094 26.0 482.19

25年3月期  2,164,611 619,492 24.7 447.76

（参考）自己資本   26年3月期第1四半期  576,611百万円 25年3月期  535,422百万円 
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2ページ  １．当四半期決算に関する定性的情報 （１）経営成績に関する説明 

【訂正前】 

 前第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 

至 平成24年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 

至 平成25年６月30日） 
増減額/増減率 

売上高（億円） 3,788 4,119 330 / 8.7% 

営業損益（億円） △5 114  119 /  - % 

経常損益（億円） △15 168 184 /  - % 

四半期純損益（億円） △50 145 195 /  - % 

為替レート（３ヶ月平均） \81.34/US$     \98.81/US$ \17.47/US$ 

船舶燃料油価格（３ヶ月平均） US$695/MT US$606/MT △US$89/MT 

 

  当第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から６月30日までの３ヶ月）における世界経済は、米国やわが国において景気

の持ち直しが見られた一方で、欧州では政府債務危機の影響から景気後退が続き、中国などの新興国でも景気減速の動きが広がり

ました。 

 米国では、年初からの増税や歳出削減により、景気が下押しされる懸念がありましたが、住宅市場が順調に回復する中、雇用の

回復が消費を下支えして緩やかな成長が続きました。わが国でも昨年末からの円高の修正や財政出動、デフレ脱却を目的とした日

銀金融緩和によって景況感が改善し、消費も上向きました。欧州では、政府債務危機問題がくすぶる中で各国の消費が落ち込み、

これまで成長をけん引してきたドイツも輸出減少などによって低成長となりました。中国では、輸出や内需の伸び悩みによって景

気の減速懸念が強まり、「影の銀行」問題による金融市場の混乱も景況感を冷え込ませる要因となりました。新興国でも、輸出は

伸び悩み、資源価格の低下や国内投資の減速により成長は鈍化しました。 

 

  海運市況のうち、ドライバルク船市況は近年の船腹供給過剰による需給ギャップが依然大きく、総じて低調に推移しました。

原油船（VLCC）市況は、船腹需給の引き締まりを受けて一時回復しましたが、持続的な市況上昇には至りませんでした。コンテナ

船市況は、大型コンテナ船竣工の増加による船腹量の余剰感が強まり、運賃水準は下落しました。 

 

  当第１四半期連結累計期間の対ドル平均為替レートは、前年同期比\17.47／US$円安の\98.81／US$となりました。また、当第

１四半期連結累計期間の船舶燃料油価格平均は、前年同期比US$89／MT下落してUS$606／MTとなりました。 

 

  以上の結果、当第１四半期連結累計期間（３ヶ月）の業績につきましては、売上高4,119億円、営業利益114億円、経常利益

168億円、四半期純利益145億円となり、前年同期比で損益は大幅に改善しました。セグメント毎の売上高及びセグメント損益(経

常損益)、それらの対前年同期比較及び概況は以下の通りです。  

 

 上段が売上高（億円）、下段がセグメント損益（経常損益）（億円） 

 

セグメントの名称 前第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 

至 平成24年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 

至 平成25年６月30日） 
増減額/増減率 

1,891 1,941 49 /   2.6% 
不定期専用船事業 

△23 142  165 /   -  % 

1,488 1,750 262 /  17.6% 
コンテナ船事業 

△24 △11 13 /   -  % 

128 133  4 /   3.8% 
フェリー・内航事業 

△2 △0 2 /   -  % 

318 332   14 /   4.6% 
関連事業 

29 29 △0 / △2.3% 

36 36 △0 / △0.6% 
その他 

5 15 10 / 193.9% 

（注１）売上高にはセグメント間の内部売上高又は振替高が含まれております。 

（注２）当第１四半期連結会計期間より一部船舶の耐用年数を変更しております。詳細については、P.13「３．四半期連結財務諸

表 （４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 (セグメント情報等）をご覧ください 
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【訂正後】 

 前第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 

至 平成24年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 

至 平成25年６月30日） 
増減額/増減率 

売上高（億円） 3,788 4,119 330 / 8.7% 

営業損益（億円） △5 114  119 /  - % 

経常損益（億円） △15 152 168 /  - % 

四半期純損益（億円） △50 129 179 /  - % 

為替レート（３ヶ月平均） \81.34/US$     \98.81/US$ \17.47/US$ 

船舶燃料油価格（３ヶ月平均） US$695/MT US$606/MT △US$89/MT 

 

  当第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から６月30日までの３ヶ月）における世界経済は、米国やわが国において景気

の持ち直しが見られた一方で、欧州では政府債務危機の影響から景気後退が続き、中国などの新興国でも景気減速の動きが広がり

ました。 

 米国では、年初からの増税や歳出削減により、景気が下押しされる懸念がありましたが、住宅市場が順調に回復する中、雇用の

回復が消費を下支えして緩やかな成長が続きました。わが国でも昨年末からの円高の修正や財政出動、デフレ脱却を目的とした日

銀金融緩和によって景況感が改善し、消費も上向きました。欧州では、政府債務危機問題がくすぶる中で各国の消費が落ち込み、

これまで成長をけん引してきたドイツも輸出減少などによって低成長となりました。中国では、輸出や内需の伸び悩みによって景

気の減速懸念が強まり、「影の銀行」問題による金融市場の混乱も景況感を冷え込ませる要因となりました。新興国でも、輸出は

伸び悩み、資源価格の低下や国内投資の減速により成長は鈍化しました。 

 

  海運市況のうち、ドライバルク船市況は近年の船腹供給過剰による需給ギャップが依然大きく、総じて低調に推移しました。

原油船（VLCC）市況は、船腹需給の引き締まりを受けて一時回復しましたが、持続的な市況上昇には至りませんでした。コンテナ

船市況は、大型コンテナ船竣工の増加による船腹量の余剰感が強まり、運賃水準は下落しました。 

 

  当第１四半期連結累計期間の対ドル平均為替レートは、前年同期比\17.47／US$円安の\98.81／US$となりました。また、当第

１四半期連結累計期間の船舶燃料油価格平均は、前年同期比US$89／MT下落してUS$606／MTとなりました。 

 

  以上の結果、当第１四半期連結累計期間（３ヶ月）の業績につきましては、売上高4,119億円、営業利益114億円、経常利益

152億円、四半期純利益129億円となり、前年同期比で損益は大幅に改善しました。セグメント毎の売上高及びセグメント損益(経

常損益)、それらの対前年同期比較及び概況は以下の通りです。  

 

 上段が売上高（億円）、下段がセグメント損益（経常損益）（億円） 

 

セグメントの名称 前第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 

至 平成24年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 

至 平成25年６月30日） 
増減額/増減率 

1,891 1,941 49 /   2.6% 
不定期専用船事業 

△23 126  149 /   -  % 

1,488 1,750 262 /  17.6% 
コンテナ船事業 

△24 △11 13 /   -  % 

128 133  4 /   3.8% 
フェリー・内航事業 

△2 △0 2 /   -  % 

318 332   14 /   4.6% 
関連事業 

29 29 △0 / △2.3% 

36 36 △0 / △0.6% 
その他 

5 15 10 / 193.9% 

（注１）売上高にはセグメント間の内部売上高又は振替高が含まれております。 

（注２）当第１四半期連結会計期間より一部船舶の耐用年数を変更しております。詳細については、P.13「３．四半期連結財務諸

表 （４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 (セグメント情報等）をご覧ください 
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4ページ  １．当四半期決算に関する定性的情報 （２）財政状態に関する説明 

【訂正前】 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ511億円増加し、２兆2,158億円となりました。これは主に船隊整

備に伴う投資により建設仮勘定が増加したことによるものです。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ59億円増加し、１兆5,511億円となりました。これは主に長期借入金が増加したことによるものです。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ452億円増加し、6,646億円となりました。これは主に利益剰余金、繰延ヘッジ損益及び為替換算

調整勘定が増加したことによるものです。 

 以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ1.4%増加し、26.1％となりました。 

 

【訂正後】 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ495億円増加し、２兆2,142億円となりました。これは主に船隊整

備に伴う投資により建設仮勘定が増加したことによるものです。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ59億円増加し、１兆5,511億円となりました。これは主に長期借入金が増加したことによるものです。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ436億円増加し、6,630億円となりました。これは主に利益剰余金、繰延ヘッジ損益及び為替換算

調整勘定が増加したことによるものです。 

 以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ1.3%増加し、26.0％となりました。 
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6、7ページ ３．四半期連結財務諸表 （１）四半期連結貸借対照表 

【訂正前】 
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【訂正後】 
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8ページ ３．四半期連結財務諸表 （２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

  （四半期連結損益計算書） （第１四半期連結累計期間） 

【訂正前】 
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【訂正後】 
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9ページ ３．四半期連結財務諸表 （２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

  （四半期連結包括利益計算書） （第１四半期連結累計期間） 

 

【訂正前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【訂正後】 
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10ページ ３．四半期連結財務諸表 （３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

【訂正前】 
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【訂正後】 
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13ページ ３．四半期連結財務諸表 （４）四半期連結財務諸表に関する注記事項  

（セグメント情報等）[セグメント情報]  

Ⅱ当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 

【訂正前】 

（単位：百万円） 

報告セグメント 

  
不定期専用船

事業 

コンテナ船事

業 

フェリー・

内航事業 
関連事業 計 

その他

（注）１
合計 

調整額 

（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額  

（注）３ 

売上高     

外部顧客への売上 

高        
193,917 174,682  13,241 28,294 410,135 1,788 411,924 － 411,924 

セグメント間の内 

部売上高又は振替 

高        

214 389 60 4,971 5,635 1,844 7,480 (7,480) － 

計 194,131 175,071 13,301 33,266 415,771 3,632 419,404 (7,480) 411,924 

セグメント利益又は

損失（△） 
14,215 △1,106 △17 2,907 15,998 1,593 17,592 (699) 16,892 

 

【訂正後】 

（単位：百万円） 

報告セグメント 

  
不定期専用船

事業 

コンテナ船事

業 

フェリー・

内航事業 
関連事業 計 

その他

（注）１
合計 

調整額 

（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額  

（注）３ 

売上高     

外部顧客への売上 

高        
193,917 174,682  13,241 28,294 410,135 1,788 411,924 － 411,924 

セグメント間の内 

部売上高又は振替 

高        

214 389 60 4,971 5,635 1,844 7,480 (7,480) － 

計 194,131 175,071 13,301 33,266 415,771 3,632 419,404 (7,480) 411,924 

セグメント利益又は

損失（△） 
12,614 △1,106 △17 2,907 14,397 1,593 15,991 (699) 15,291 

 



 - 18 - 

15ページ ５．参考資料 （1）四半期毎の業績の推移 <平成26年3月期>  

【訂正前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【訂正後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

<平成26年3月期>

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期
25年4月～25年6月 25年7月～25年9月 25年10月～25年12月 26年1月～26年3月

売上高 [百万円] 411,924

営業利益 11,494

経常利益 15,291

15,942

当期純利益 12,941

[円] 10.82

10.82

総資産 [百万円] 2,214,208

純資産 663,094

潜在株式調整後1株当たり当期純利益

税金等調整前当期純利益

1株当たり当期純利益

<平成26年3月期>

第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期
25年4月～25年6月 25年7月～25年9月 25年10月～25年12月 26年1月～26年3月

売上高 [百万円] 411,924

営業利益 11,494

経常利益 16,892

17,543

当期純利益 14,542

[円] 12.16

12.16

総資産 [百万円] 2,215,809

純資産 664,695

潜在株式調整後1株当たり当期純利益

税金等調整前当期純利益

1株当たり当期純利益


